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研究の概要 

（注２） 

 

 

産業・医療・基礎研究等で利用可能な有用タンパク質の、遺伝子組

換え技術による大量生産を、植物を宿主としつつ屋内施設で簡便に

生産可能とする基盤技術を開発する。 

京都工芸繊維大学の研究では、植物のスプラウトにアグロインフィ

ルトレーション法により一過的に遺伝子を導入して有用タンパク質

を大量生産する。本法の特徴は、安価でかつ容易に入手可能な芽生

え（スプラウト）を材料とする点、播種から遺伝子の一過的導入と

収穫までが約１週間足らずという迅速性にある。カイワレダイコン

のスプラウトを宿主とする技術はすでに利用可能段階にある。 

 

京都府立大学の研究では、屋内施設での栽培に適した極矮性イネを

宿主として利用する。草丈20cm程度と非常に短い極矮性イネ品種を

用いて、遺伝子導入により有用タンパク質を安定的に生産する系を



 

構築する。 

 

 

 

 

研究の背景 

 

 

 

 

 

遺伝子組換え植物の有用性は広く認知されている。しかし遺伝子汚

染の懸念や遺伝子組換え植物を野外で大規模に栽培することが日本

国内では事実上不可能な点等を考量すると、十分にコントロールさ

れた屋内施設で栽培するという選択肢が望まれる。 

本研究が提案するアイディアは、(1) 非組換え植物の芽生え（スプ

ラウト）に遺伝子を導入して有用タンパク質を一過的に生産させ、

直ちに収穫すること、(2) 屋内でライフサイクルを完結可能な極矮

性植物を遺伝子組換えの宿主とすることである。これらの手法によ

り、植物を宿主として屋内で有用タンパク質を大量生産する技術の

確立を、本研究の目的とした。 

 

 

 

 

研究手法 

 

 

上記(1)のアイディアに関しては、まず安価で入手の容易なカイワレ

ダイコンのスプラウトを宿主とするアグロインフィルトレーション

法を採用した。播種から遺伝子導入と収穫までわずか８日間で完了

することが可能で、栽培面積当たりの有用タンパク質生産性は既存

の組換え植物に比べて圧倒的に優れる。他の生物を宿主とする場合

に比べてコストも圧倒的に低い。 

上記(2)については、有用タンパク質を種子に高蓄積させることで高

効率の生産が可能なイネを宿主とした。イネ種子の内在性タンパク

質を抑制すると同時に導入遺伝子を発現させることで、外来タンパ

ク質の高発現が可能である。また極矮性イネは、限られたスペース

での栽培に適しているだけでなく、ライフサイクルが通常の栽培イ

ネ品種に比べて短い点も大きなメリットである。 

 

 

 

研究の進捗状

況と成果 

 

 

 

現在は、上記(1)の手法を、カイワレダイコンのスプラウトだけでな

く、他の植物（単子葉植物のイネ科等）のスプラウトにも展開して

、タンパク質の種類あるいは利用目的に応じて選択可能な様々な宿

主植物を提供することを目指している。また(2)については、極矮性

イネ品種の遺伝子導入方法を改良し、高効率で形質転換体を作出す

ることに成功した。これにより通常のイネ品種よりも短期間で遺伝

子導入を行うことが容易となった。 

 

 

地域への研究

成果の還元状

況 

 

現在、屋内栽培の効率化に関する企業との共同研究を進行中である

。今後、本研究の技術を応用することで産学連携をさらに進展させ

、地域を含めた社会に研究成果を還元することを目指す。 



 

 

 

 

研究成果が４

大学連携にも

たらす意義 

 

 

 

本研究の２つの取り組みの成果は相互に応用可能で、これにより相

乗的な研究の進展が期待できる。本研究の共同研究体制をさらに発

展させ連携を深めることで、今後新たな研究開発が期待できる。 
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